
令和３年度 御坊市人事行政の運営等の状況について 総務課人事係　☎０７３８-２３-５５16

　御坊市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例第７条の規定に基づき、｢令和３年度
御坊市人事行政の運営等の状況｣を公表します。
　なお、市ホームページの内容を一部抜粋し、掲載していますので、詳細については、市の
ホームページをご覧ください。

　仕事の業績を「職務目標の達成度」や「仕事
の成果」を把握した上で行われる業績評価と、
職務目標への取組過程を職位・職種により把握
した上で行われる能力・態度評価の両面から人
事評価を実施しています。

１．職員の任免及び職員数に関する状況

２．職員の人事評価の状況

３．職員の給与の状況（令和３年４月１日現在）

４．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

５．職員の分限及び懲戒処分の状況(令和３年度)

令和３年４月１日現在職員数

30３人307人 △12人 ８人

令和４年４月１日現在職員数
令和３年４月２日～令和４年４月１日

退職者数 採用者数

150,600円182,200円
高校卒

163,100円
大学卒区　　　分

初　任　給
短大卒

評価期間

４月１日～翌年３月31日

区分
業績評価

能力・態度評価

対象者

全職員

41.6歳
平均年齢

311,100円

扶養親族を有する職員に支給(月6,500円～15,000円)
通勤距離(片道)が2㎞以上の職員に支給【自家用車等:月2,000円～31,600円、交通機関を利用:運賃相当額(上限55,000円)】
借家等に居住する職員に家賃月額の約1/2を支給(上限28,000円)
課長以上の管理職または施設長に支給(25,000円～43,600円)
6月期2.225月分、12月期2.075月分を支給
超過勤務手当、管理職員特別勤務手当等

♦１人あたりの支給額 ♦一般行政職の初任給の状況

総付与日数
6,945日

総取得日数
1,674日

全対象職員数
179人

平均取得日数
9.4日

消化率
24.1％

３人
分限処分

０人
懲戒処分

０人
法外処分処分内容

処分者数

62人
23.7％

人数
パーセント

１級級
31人
11.8％

２級
49人
18.7％

３級
54人
20.6％

４級
33人
12.6％

５級
27人
10.3％

６級
６人
2.3％

７級

平均給料月額

支給額等
♦手当制度の状況

♦等級及び職制上の段階ごとの職員数(行政職給料表(令和４年４月1日現在))

手当名

♦勤務時間
　勤務を要する曜日…毎週月曜日から金曜日までの週５日間
　　　　　　　　　　　　(国民の祝日及び12月29日から１月３日までを除く)
　１日あたりの勤務時間…８時30分から17時15分まで(休憩時間を除く、実質７時間45分勤務)
　１週あたりの勤務時間…38時間45分(７時間45分×５日間)
　年 間 総 勤 務 時 間…1898.75時間(38時間45分×52週間－(７時間45分×休日等15日))
♦休暇制度　年次休暇、病気休暇、産前産後休暇、配偶者出産休暇、結婚休暇、子の看護休暇、短期介護休暇、
　　　　　　服喪休暇、妊婦健診等休暇、保育時間休暇、夏季休暇、リフレッシュ休暇、追悼休暇等
♦年次有給休暇の取得状況(令和３年１月１日～12月31日間の取得実績)

扶 養 手 当
通 勤 手 当
住 居 手 当
管 理 職 手 当
期末・勤勉手当
そ の 他 の 手 当

ごぼう議会だより No.19
令和４年10月臨時会
　令和４年10月臨時会を10月13日に開きました。
　市長から提出された第55号議案「令和４年度御坊市一般会計補正予算（第５号）」を可決しました。

議会事務局　☎０７３８-２３-５５14

♦議決結果
議決結果

原案可決

議案番号

第55号議案

事　　　　　　件　　　　　　名

令和４年度御坊市一般会計補正予算（第５号）

毎年12月３日から12月９日は障害者週間
　12月3日から12月9日は「障害者週間」です。私たちが住む御坊市にも、障害のある方が多く住まれて
います。障害のある方が、あらゆる分野の活動へ参加することを促進するために、「障害者基本法」が設け
られています。この機会に障害や障害者に対する関心や理解を深めていただけますようお願いします。

障害者とは
　身体障害・知的障害・精神障害（発達障害を含む）・その他心身の機能の障害があり、障害や社会的な障
壁（※）によって日常生活や社会生活が困難になっている方のことで、障害者手帳を持っていない方も含まれ
ます。
※社会的な障壁とは、障害のある方が生活を送る上で障壁となるもので、社会的における事物（通行しにく

い・利用しにくい施設や設備など）・制度（利用しにくい制度）・慣行（障害のある方の存在を意識して
いない慣習や文化）・観念（障害のある方への偏見）のことです。

わたしたちができる心づかい
■障害のある方が困っているところを見かけたら、「何かお手伝いできることはありますか？」など、まず

本人に聞いてみましょう。
■視力障害者を誘導する点字ブロックの上に、自転車等の障害物を置かないようにしましょう。
■「障害者等用駐車スペース」には、必要でなければ駐車しないようにしましょう。
■多目的トイレは障害のある方などを優先しましょう。
■車いすの方には代わりに棚の上のほうにある物をとってあげたり、床に落ちた物を拾ってあげたりしましょう。

　

外見からは分からなくても援助が必要な方がいます。
このマークを見かけたら電車等で席をゆずる、困っているようで
あれば声をかける等、思いやりのある行動をお願いします。

♦問い合わせ　健康福祉課 障害福祉係　☎0738-23-5645

ヘルプマークを知っていますか？
援助が必要な方のためのマークです。

ヘルプマーク

広報ごぼう 令和４年12月号広報ごぼう 令和４年12月号7


